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今
年
は
、
富
山
県
連
青
年
局
が
一
昨
年
か
ら
独
自

に
取
り
組
ん
で
き
た
公
募
提
案
型
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
が
、
全
国
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

過
去
の
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で
提
案
頂
い
た
政
策
の

中
に
は
県
政
を
越
え
て
、
国
政
で
な
け
れ
ば
実
現

し
え
な
い
政
策
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
末
よ

り
党
本
部
に
足
を
運
び
、
三
原
じ
ゅ
ん
子
女
性
局

長
、
さ
ら
に
は
高
市
早
苗
政
調
会
長
へ
と
、
手
渡

し
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
党
本
部
青
年
局
長
の
松
本
洋
平
衆
議
院
議
員

に
は
、
党
本
部
青
年
局
に
て
、
全
国
大
会
を
実
施

し
て
頂
き
た
い
と
強
く
要
望
を
致
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
全
国
青
年
部
長
・
青
年
局
長
合
同
会
議

に
て
承
認
を
い
た
だ
き
、
秋
の
全
国
大
会
の
開
催

が
決
定
し
ま
し
た
。

富
山
県
連
青
年
局
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た
だ

き
、
ま
た
富
山
発
の
試
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

を
大
変
誇
ら
し
く
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で
い
た
だ
い
た
政
策

は
、
自
民
党
県
議
会
議
員
会
の
政
調
会
を
通
じ

て
、
知
事
へ
の
新
年
度
要
望
に
盛
り
込
ん
で
き
た

春
の
陽
気
が
気
持
ち
の
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

春
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
臨
む
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
こ
の
春
か
ら
議
員
生
活
四
年
目
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

お
支
え
頂
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
時
間
の
経
過
の
速
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
三
年
間
、
議
会
活
動
を
通
し
て
、
女
性
施
策
、
子
育
て
支
援
、

障
が
い
の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
教
育
支
援
と
就
労
、
賃
金
の
向
上
と
確
保
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
目
前
に
控
え
、
よ
り
一
層
の
富
山
県
の
発

展
の
た
め
に
、
富
山
県
の
魅
力
の
発
信
と
、
誰
も
が
住
み
や
す
く
、
夢
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
民
党
富
山
県
連
で
は
、
四
月
、
新
た
に
自
民
党
富
山
政
治
学
校
を

開
校
い
た
し
ま
し
た
。
政
治
を
志
す
若
者
に
学
び
の
場
を
提
供
し
、
地
域
を

リ
ー
ド
す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
党

本
部
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
富
山
県

で
の
開
校
は
、
全
国
３
６
番
目
と
な
り
ま
す
。

開
校
式
お
よ
び
第
一
回
講
義
の
第
一
部
に
は
、
自
民
党
中
央
政
治
大
学
院
の

学
院
長
で
あ
る
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
変
力
強
い

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
安
倍
政
権
が
目
指
す
経
済
成
長
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
を
一
年
間
通
し
て
担
当
し
て
い
た
だ
く
、
高

岡
法
科
大
学
の
豊
本
治
教
授
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
政
策
立
案
能
力
だ
と
し
て
、
具
体
的
な
手
法
を
交
え
て
講
義
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
我
々
議
員
に
も
大
変
刺
激
の
あ
る
内
容
に
、
思
い
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
http://www.okunoeiko.jp/ ぜひご覧ください。ホームページ

Twitter
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6月議会では、予算特別委員会
にて質問予定です。
インターネットで視聴できます。

ほ
か
、
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
議
員
の
方
々
よ
り
議
会

に
て
提
案
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
着
々
と
実
現

し
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
三
回
を
迎
え
、
大
変
す
ば
ら
し
い
政
策

を
多
数
応
募
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
富
山
県

の
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
推
薦
す
る
政
策
も
決

定
し
ま
す
。

公
開
の
最
終
審
査
会
が
５
月
31
日
に
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
９
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
時
間
の
あ
る
方
は
若
者
の
熱
い
情
熱
の

こ
も
っ
た
政
策
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成26年2月9日

▲

　
北日本新聞掲載
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Ｑ
．
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
は
、
差
別
的
取
り
扱

い
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
の
禁
止
が
義
務
化
さ
れ
る
が
、
県
の
法

施
行
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国
連
の
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
締
結
に
向
け
た

国
内
法
制
度
の
整
備
の
一
環
と
し
て
平
成
25
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
。

全
て
の
国
民
が
、
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
の
ほ
か
、
合
理
的
配
慮
（
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
伴
う
負
担
が

過
重
に
な
ら
な
い
程
度
の
配
慮
）
の
不
提
供
の
禁
止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
施
行
は
平

成
28
年
４
月
１
日
。

ち
な
み
に
日
本
は
、
今
年
１
月
に
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
を
批
准
。

ま
た
自
民
党
富
山
県
議
会
議
員
会
で
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
策
定
を
受
け
、
議
員
提

案
に
よ
る
県
条
例
策
定
を
目
指
す
Ｐ
Ｔ
（
座
長
・
山
本
徹
県
議
、
事
務
局
長
・
奥
野
詠

子
）
を
設
置
。
今
年
11
月
定
例
会
で
の
提
案
に
向
け
準
備
中
。

　
Ａ
．
平
成
26
年
度
、
県
職
員
や
指
定
管
理
者
施
設
の
職
員
を
対
象
に
、
法
の
概
要
や
県
の
職

務
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
今
後
、
国
が
策
定
す
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

等
に
関
し
て
、
職
員
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
対
応
要
領
の
策
定
な
ど
、
関

係
者
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　Ｑ

．
県
内
大
学
と
連
携
し
、
教
員
を
目
指
す
学
生
に
特
別
支
援
教
育
の
知
識
技
能

の
習
得
を
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

　

発
達
障
が
い
な
ど
、
障
が
い
が
多
様
化
す
る
中
、
教
育
現
場
で
も
専
門
知
識
・
技
能
の
習

得
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
発
達
障
が
い
の
可
能
性
の
あ
る
小
中
学
生
は
全

体
の
６
．
５
％
、
40
人
学
級
に
２
〜
３
人
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
う
ち
の
４
割
は
適
切
な
指
導
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

富
山
県
で
は
、
地
域
の
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
で
あ
っ
て
も
、
専
門
免
許
状

を
持
っ
て
い
な
い
教
員
が
小
学
校
で
７
割
弱
、
中
学
校
で
は
８
割
強
に
上
る
。

　
Ａ
．
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
中
、
小
・
中
・
高
校
に
お

い
て
も
特
別
支
援
教
育
の
知
識
・
技
能
を
有
す
る
教
員
を
確
保
・
要
請
し
て
い
く
こ

と
は
、
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
現
職
教
員
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
の
免
許
取
得
を
支
援
す
る
た
め
、
放
送
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【
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
】

【
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
】

【
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
】

３
月
6
日（
木
）

３
月
6
日（
木
）

Ｑ
．
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
被
災
者
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
に
つ
い
て
問
う
。

国
が
平
成
25
年
３
月
に
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
に
よ
る
と
、

避
難
者
は
最
大
で
約
９
５
０
万
人
。
そ
の
う
ち
、
避
難
所
へ
の
避
難
者
は
約
５
０
０
万
人
、

親
戚
や
知
人
宅
へ
の
避
難
者
が
約
４
５
０
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

富
山
県
で
は
現
在
、
中
部
９
県
１
市
（
富
山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
・
長
野
県
・
岐
阜

県
・
静
岡
県
・
愛
知
県
・
三
重
県
・
名
古
屋
市
）
で
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
そ
の
大
半
が
被
災
県
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

Ａ
．
県
で
は
被
災
県
と
の
受
け
入
れ
人
数
の
調
整
や
県
内
市
町
村
と
の
受
け
入
れ
人
数
、
場

所
等
の
調
整
を
行
い
、
市
町
村
に
て
避
難
所
の
開
設
・
運
営
や
生
活
救
援
物
資
の
供

給
な
ど
個
別
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
各
県
ご
と
の
広
域
避
難
者
数
や
避
難
先
の
具
体
的
な
想
定
等

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
中
部
９
県
１
市
広
域
災
害
時
等
応
援
連
絡
協
議
会
や
全
国
知

事
会
等
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や
全
国
知
事
会
、
中
部
各
県
、
県
内
市
町
村
と

も
連
携
し
、
広
域
的
な
被
災
者
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ
．
国
の
制
度
が
見
直
さ
れ
た
保
険
適
用
外
の
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
県
独
自
に
３
０
代
へ
の
支
援
を
拡
大
し
、
早
期
の
治
療
を
促
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

国
は
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
治
療
に
よ
り
出
産
に

至
る
確
率
が
よ
り
高
い
年
齢
に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
、
ま
た
長

期
間
の
治
療
に
よ
る
身
体
的
・
精
神
的
負
担
へ
の
配
慮
か
ら
、
助
成

対
象
年
齢
を
43
歳
未
満
か
つ
助
成
回
数
を
６
回
ま
で
と
す
る
改
正
を

行
っ
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
移
行
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
本

格
実
施
予
定
。

富
山
県
で
は
、
国
や
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
保
険
適

用
外
の
特
定
不
妊
治
療
に
助
成
し
て
い
る
。

Ａ
．
今
回
の
国
の
制
度
改
正
を
踏
ま
え
、
県
も
出
産
に
至
る
可
能
性
の
高
い
30
代
以
下
の
年

齢
層
へ
の
支
援
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
具
体
的
に
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
移
行
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
対
象

年
齢
を
43
歳
未
満
と
す
る
一
方
、39
歳
以
下
の
年
齢
層
に
つ
い
て
は
、
通
算
の
助
成
回

数
に
制
限
を
設
け
ず
、
年
間
の
助
成
回
数
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
３
回
か
ら
、
初
年
度

は
国
の
助
成
を
活
用
し
て
年
６
回
ま
で
利
用
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
県
単
独
で
年

に
３
回
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
特
定
不
妊
治
療
を
希
望
す
る
方
が
、
早
期
に
治
療
を
受
け
ら
れ
、
よ
り
安
全
・
安
心
に

妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
。

Ｑ
．
不
妊
・
不
育
症
等
相
談
事
業
、
妊
娠
・
出
産
悩
み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
相

談
事
業
、
女
性
の
総
合
的
な
健
康
相
談
事
業
等
の
相
談
窓
口
の
人
員
拡
大
と

時
間
延
長
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
現
在
セ
ン
タ
ー
で
は
仕
事
を
持
つ
女
性
に
配
慮
し
、
昼

休
み
の
12
時
か
ら
13
時
の
ほ
か
、
勤
務
終
了
後
の
18
時
ま

で
の
時
間
帯
に
も
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
　
年
間
の
相
談
実
績
は
、
不
妊
相
談
が
約
２
０
０
件
、
心

と
身
体
の
健
康
相
談
が
約
７
０
０
件
、
望
ま
な
い
妊
娠

等
の
専
門
電
話
相
談
が
約
70
件
、
不
育
症
の
専
門
相
談

が
約
30
件
な
ど
、
１
０
０
０
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
利
用
が
進
ん

で
い
る
と
考
え
る
。

　
　
ま
た
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26
年
度
に
女
性
の
健
康
や

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
講
座
を
、
働
い
て
い
る
方
や
学

生
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
新
た
に
土
曜
日
に
開
催
す
る

ほ
か
、
企
業
の
健
康
管
理
者
や
若
い
女
性
を
対
象
と
し

た
出
前
講
座
の
対
象
企
業
数
を
拡
充
し
て
実
施
す
る
。

Ｑ
．
子
育
て
支
援
お
よ
び
少
子
化
対
策
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
部
局
を
横
断
し

た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
予
算
面
も
含
め
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
支
援
ま
で
、
切
れ
目
な
い
少
子
化
対
策
を
一
層
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
柔
軟
な
体
制
で
、
縦
割
り
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
補
助
金
交
付
や
施
設
の
監
督
義
務
等
の
事
務
は
、
医
療
福
祉
に
係
る
給
付
を
担
当
す
る

部
局
や
私
学
助
成
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
で
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
が
、

今
後
、
国
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
助
成
金
の
交
付
や
指
導
監
督
権
限
等
が
完
全
に
一

本
化
さ
れ
る
等
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
県
と
し
て
も
「
み
ん
な
で
育
て
る
と
や
ま
っ
子

み
ら
い
プ
ラ
ン
」
の
改
定
の
中
で
議
論
し
て
き
た
い
。

大
学
や
通
信
制
大
学
等
を
利
用
し
て
、
免
許
取
得
に
必
要
な
単
位
を
取
得
す
る
よ
う

促
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
教
育
委
員
会
で
は
、
富
山
大
学
と
連
携
し
、
教
員
志
望
の
学
生
を
「
ス
タ
デ
ィ
メ

イ
ト
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
し
て
小
学
校
に
派
遣
し
、
支
援
が
必
要
な
児
童
に
対
す
る
教
育

活
動
を
体
験
さ
せ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
、
教
員
志
望
の
学
生
に
特
別
支
援
教
育
の
知

識
・
技
能
の
習
得
を
さ
ら
に
充
実
す
る
方
法
に
つ
い
て
富
山
大
学
等
と
も
相
談
し
た

い
。

　
　

　
　

　
　Ｑ

．
現
近
代
美
術
館
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
、
過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
地
元
住

民
へ
の
意
向
調
査
を
十
分
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

検
討
を
進
め
て
い
く
の
か
問
う
。

　

　
Ａ
．
移
転
新
築
後
の
現
在
の
建
物
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
「
県
立
文
化
施
設
耐
震
化
・
整
備

充
実
検
討
委
員
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
新
近
代
美
術
館
（
仮
称
）
最
終
報
告
で
は
、

「
大
学
、
小
中
高
校
等
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
な
ど
と
し
て
の
活
用
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
仮
に
活
用
す
る
場
合
、
一
定
程
度
の
安
全
対
策
を
施
し
、
こ
の
建
物
を
活
か
し
て
、
大

学
、
小
中
高
校
や
民
間
団
体
グ
ル
ー
プ
等
の
文
化
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
今
後
、
関
係
団
体
や
地
元
自
治
会
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
な
お
、

平
成
26
年
度
に
利
用
ニ
ー
ズ
の
有
無
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

Ｑ
．
県
立
高
校
で
職
業
科
を
持
つ
意
義
と
、
今
後
の
県
立
高
校
の
整
備
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ
．
県
立
高
校
に
お
け
る
職
業
科
の
意
義
は
、
専
門
教
科
に
関
す
る
知
識
技
能
を
身
に
付
け

て
、
産
業
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
成
し
、
就
職
や
進
学
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
ま

た
も
の
づ
く
り
や
農
作
物
の
栽
培
な
ど
ク
リ
エ
イ
デ
ィ
ブ
な
学
習
活
動
を
通
し
て
人

間
教
育
を
行
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
　
平
成
26
年
度
は
、
県
立
高
校
の
規
模
や
配
置
、
各
学
科
の
構
成
や
配
置
、
ま
た
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
高
校
教
育
充
実
の
た
め
、
検
討
委
員
会
で
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
　
職
業
科
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
中
学
生
の
高
校
卒
業
後
の
進

路
希
望
や
各
高
校
の
就
職
、
進
学
状
況
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
総
合
的
に
分
析

し
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
も
ら
う
。

【
近
代
美
術
館
に
つ
い
て
】

【
県
立
高
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
】
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Ｑ
．
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
は
、
差
別
的
取
り
扱

い
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
の
禁
止
が
義
務
化
さ
れ
る
が
、
県
の
法

施
行
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国
連
の
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
締
結
に
向
け
た

国
内
法
制
度
の
整
備
の
一
環
と
し
て
平
成
25
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
。

全
て
の
国
民
が
、
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
の
ほ
か
、
合
理
的
配
慮
（
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
伴
う
負
担
が

過
重
に
な
ら
な
い
程
度
の
配
慮
）
の
不
提
供
の
禁
止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
施
行
は
平

成
28
年
４
月
１
日
。

ち
な
み
に
日
本
は
、
今
年
１
月
に
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
を
批
准
。

ま
た
自
民
党
富
山
県
議
会
議
員
会
で
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
策
定
を
受
け
、
議
員
提

案
に
よ
る
県
条
例
策
定
を
目
指
す
Ｐ
Ｔ
（
座
長
・
山
本
徹
県
議
、
事
務
局
長
・
奥
野
詠

子
）
を
設
置
。
今
年
11
月
定
例
会
で
の
提
案
に
向
け
準
備
中
。

　
Ａ
．
平
成
26
年
度
、
県
職
員
や
指
定
管
理
者
施
設
の
職
員
を
対
象
に
、
法
の
概
要
や
県
の
職

務
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
今
後
、
国
が
策
定
す
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

等
に
関
し
て
、
職
員
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
対
応
要
領
の
策
定
な
ど
、
関

係
者
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　Ｑ

．
県
内
大
学
と
連
携
し
、
教
員
を
目
指
す
学
生
に
特
別
支
援
教
育
の
知
識
技
能

の
習
得
を
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

　

発
達
障
が
い
な
ど
、
障
が
い
が
多
様
化
す
る
中
、
教
育
現
場
で
も
専
門
知
識
・
技
能
の
習

得
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
発
達
障
が
い
の
可
能
性
の
あ
る
小
中
学
生
は
全

体
の
６
．
５
％
、
40
人
学
級
に
２
〜
３
人
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
う
ち
の
４
割
は
適
切
な
指
導
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

富
山
県
で
は
、
地
域
の
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
で
あ
っ
て
も
、
専
門
免
許
状

を
持
っ
て
い
な
い
教
員
が
小
学
校
で
７
割
弱
、
中
学
校
で
は
８
割
強
に
上
る
。

　
Ａ
．
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
中
、
小
・
中
・
高
校
に
お

い
て
も
特
別
支
援
教
育
の
知
識
・
技
能
を
有
す
る
教
員
を
確
保
・
要
請
し
て
い
く
こ

と
は
、
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
現
職
教
員
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
の
免
許
取
得
を
支
援
す
る
た
め
、
放
送
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【
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
】

【
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
】

【
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
】

３
月
6
日（
木
）

３
月
6
日（
木
）

Ｑ
．
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
被
災
者
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
に
つ
い
て
問
う
。

国
が
平
成
25
年
３
月
に
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
に
よ
る
と
、

避
難
者
は
最
大
で
約
９
５
０
万
人
。
そ
の
う
ち
、
避
難
所
へ
の
避
難
者
は
約
５
０
０
万
人
、

親
戚
や
知
人
宅
へ
の
避
難
者
が
約
４
５
０
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

富
山
県
で
は
現
在
、
中
部
９
県
１
市
（
富
山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
・
長
野
県
・
岐
阜

県
・
静
岡
県
・
愛
知
県
・
三
重
県
・
名
古
屋
市
）
で
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
そ
の
大
半
が
被
災
県
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

Ａ
．
県
で
は
被
災
県
と
の
受
け
入
れ
人
数
の
調
整
や
県
内
市
町
村
と
の
受
け
入
れ
人
数
、
場

所
等
の
調
整
を
行
い
、
市
町
村
に
て
避
難
所
の
開
設
・
運
営
や
生
活
救
援
物
資
の
供

給
な
ど
個
別
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
各
県
ご
と
の
広
域
避
難
者
数
や
避
難
先
の
具
体
的
な
想
定
等

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
中
部
９
県
１
市
広
域
災
害
時
等
応
援
連
絡
協
議
会
や
全
国
知

事
会
等
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や
全
国
知
事
会
、
中
部
各
県
、
県
内
市
町
村
と

も
連
携
し
、
広
域
的
な
被
災
者
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ
．
国
の
制
度
が
見
直
さ
れ
た
保
険
適
用
外
の
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
県
独
自
に
３
０
代
へ
の
支
援
を
拡
大
し
、
早
期
の
治
療
を
促
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

国
は
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
治
療
に
よ
り
出
産
に

至
る
確
率
が
よ
り
高
い
年
齢
に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
、
ま
た
長

期
間
の
治
療
に
よ
る
身
体
的
・
精
神
的
負
担
へ
の
配
慮
か
ら
、
助
成

対
象
年
齢
を
43
歳
未
満
か
つ
助
成
回
数
を
６
回
ま
で
と
す
る
改
正
を

行
っ
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
移
行
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
本

格
実
施
予
定
。

富
山
県
で
は
、
国
や
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
保
険
適

用
外
の
特
定
不
妊
治
療
に
助
成
し
て
い
る
。

Ａ
．
今
回
の
国
の
制
度
改
正
を
踏
ま
え
、
県
も
出
産
に
至
る
可
能
性
の
高
い
30
代
以
下
の
年

齢
層
へ
の
支
援
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
具
体
的
に
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
移
行
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
対
象

年
齢
を
43
歳
未
満
と
す
る
一
方
、39
歳
以
下
の
年
齢
層
に
つ
い
て
は
、
通
算
の
助
成
回

数
に
制
限
を
設
け
ず
、
年
間
の
助
成
回
数
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
３
回
か
ら
、
初
年
度

は
国
の
助
成
を
活
用
し
て
年
６
回
ま
で
利
用
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
県
単
独
で
年

に
３
回
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
特
定
不
妊
治
療
を
希
望
す
る
方
が
、
早
期
に
治
療
を
受
け
ら
れ
、
よ
り
安
全
・
安
心
に

妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
。

Ｑ
．
不
妊
・
不
育
症
等
相
談
事
業
、
妊
娠
・
出
産
悩
み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
相

談
事
業
、
女
性
の
総
合
的
な
健
康
相
談
事
業
等
の
相
談
窓
口
の
人
員
拡
大
と

時
間
延
長
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
現
在
セ
ン
タ
ー
で
は
仕
事
を
持
つ
女
性
に
配
慮
し
、
昼

休
み
の
12
時
か
ら
13
時
の
ほ
か
、
勤
務
終
了
後
の
18
時
ま

で
の
時
間
帯
に
も
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
　
年
間
の
相
談
実
績
は
、
不
妊
相
談
が
約
２
０
０
件
、
心

と
身
体
の
健
康
相
談
が
約
７
０
０
件
、
望
ま
な
い
妊
娠

等
の
専
門
電
話
相
談
が
約
70
件
、
不
育
症
の
専
門
相
談

が
約
30
件
な
ど
、
１
０
０
０
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
利
用
が
進
ん

で
い
る
と
考
え
る
。

　
　
ま
た
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26
年
度
に
女
性
の
健
康
や

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
講
座
を
、
働
い
て
い
る
方
や
学

生
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
新
た
に
土
曜
日
に
開
催
す
る

ほ
か
、
企
業
の
健
康
管
理
者
や
若
い
女
性
を
対
象
と
し

た
出
前
講
座
の
対
象
企
業
数
を
拡
充
し
て
実
施
す
る
。

Ｑ
．
子
育
て
支
援
お
よ
び
少
子
化
対
策
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
部
局
を
横
断
し

た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
予
算
面
も
含
め
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
支
援
ま
で
、
切
れ
目
な
い
少
子
化
対
策
を
一
層
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
柔
軟
な
体
制
で
、
縦
割
り
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
補
助
金
交
付
や
施
設
の
監
督
義
務
等
の
事
務
は
、
医
療
福
祉
に
係
る
給
付
を
担
当
す
る

部
局
や
私
学
助
成
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
で
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
が
、

今
後
、
国
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
助
成
金
の
交
付
や
指
導
監
督
権
限
等
が
完
全
に
一

本
化
さ
れ
る
等
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
県
と
し
て
も
「
み
ん
な
で
育
て
る
と
や
ま
っ
子

み
ら
い
プ
ラ
ン
」
の
改
定
の
中
で
議
論
し
て
き
た
い
。

大
学
や
通
信
制
大
学
等
を
利
用
し
て
、
免
許
取
得
に
必
要
な
単
位
を
取
得
す
る
よ
う

促
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
教
育
委
員
会
で
は
、
富
山
大
学
と
連
携
し
、
教
員
志
望
の
学
生
を
「
ス
タ
デ
ィ
メ

イ
ト
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
し
て
小
学
校
に
派
遣
し
、
支
援
が
必
要
な
児
童
に
対
す
る
教
育

活
動
を
体
験
さ
せ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
、
教
員
志
望
の
学
生
に
特
別
支
援
教
育
の
知

識
・
技
能
の
習
得
を
さ
ら
に
充
実
す
る
方
法
に
つ
い
て
富
山
大
学
等
と
も
相
談
し
た

い
。

　
　

　
　

　
　Ｑ

．
現
近
代
美
術
館
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
、
過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
地
元
住

民
へ
の
意
向
調
査
を
十
分
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

検
討
を
進
め
て
い
く
の
か
問
う
。

　

　
Ａ
．
移
転
新
築
後
の
現
在
の
建
物
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
「
県
立
文
化
施
設
耐
震
化
・
整
備

充
実
検
討
委
員
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
新
近
代
美
術
館
（
仮
称
）
最
終
報
告
で
は
、

「
大
学
、
小
中
高
校
等
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
な
ど
と
し
て
の
活
用
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
仮
に
活
用
す
る
場
合
、
一
定
程
度
の
安
全
対
策
を
施
し
、
こ
の
建
物
を
活
か
し
て
、
大

学
、
小
中
高
校
や
民
間
団
体
グ
ル
ー
プ
等
の
文
化
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
今
後
、
関
係
団
体
や
地
元
自
治
会
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
な
お
、

平
成
26
年
度
に
利
用
ニ
ー
ズ
の
有
無
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

Ｑ
．
県
立
高
校
で
職
業
科
を
持
つ
意
義
と
、
今
後
の
県
立
高
校
の
整
備
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ
．
県
立
高
校
に
お
け
る
職
業
科
の
意
義
は
、
専
門
教
科
に
関
す
る
知
識
技
能
を
身
に
付
け

て
、
産
業
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
成
し
、
就
職
や
進
学
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
ま

た
も
の
づ
く
り
や
農
作
物
の
栽
培
な
ど
ク
リ
エ
イ
デ
ィ
ブ
な
学
習
活
動
を
通
し
て
人

間
教
育
を
行
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
　
平
成
26
年
度
は
、
県
立
高
校
の
規
模
や
配
置
、
各
学
科
の
構
成
や
配
置
、
ま
た
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
高
校
教
育
充
実
の
た
め
、
検
討
委
員
会
で
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
　
職
業
科
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
中
学
生
の
高
校
卒
業
後
の
進

路
希
望
や
各
高
校
の
就
職
、
進
学
状
況
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
総
合
的
に
分
析

し
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
も
ら
う
。

【
近
代
美
術
館
に
つ
い
て
】

【
県
立
高
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
】
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今
年
は
、
富
山
県
連
青
年
局
が
一
昨
年
か
ら
独
自

に
取
り
組
ん
で
き
た
公
募
提
案
型
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
が
、
全
国
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

過
去
の
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で
提
案
頂
い
た
政
策
の

中
に
は
県
政
を
越
え
て
、
国
政
で
な
け
れ
ば
実
現

し
え
な
い
政
策
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
末
よ

り
党
本
部
に
足
を
運
び
、
三
原
じ
ゅ
ん
子
女
性
局

長
、
さ
ら
に
は
高
市
早
苗
政
調
会
長
へ
と
、
手
渡

し
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
党
本
部
青
年
局
長
の
松
本
洋
平
衆
議
院
議
員

に
は
、
党
本
部
青
年
局
に
て
、
全
国
大
会
を
実
施

し
て
頂
き
た
い
と
強
く
要
望
を
致
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
全
国
青
年
部
長
・
青
年
局
長
合
同
会
議

に
て
承
認
を
い
た
だ
き
、
秋
の
全
国
大
会
の
開
催

が
決
定
し
ま
し
た
。

富
山
県
連
青
年
局
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た
だ

き
、
ま
た
富
山
発
の
試
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

を
大
変
誇
ら
し
く
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で
い
た
だ
い
た
政
策

は
、
自
民
党
県
議
会
議
員
会
の
政
調
会
を
通
じ

て
、
知
事
へ
の
新
年
度
要
望
に
盛
り
込
ん
で
き
た

春
の
陽
気
が
気
持
ち
の
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

春
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
臨
む
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
こ
の
春
か
ら
議
員
生
活
四
年
目
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

お
支
え
頂
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
時
間
の
経
過
の
速
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
三
年
間
、
議
会
活
動
を
通
し
て
、
女
性
施
策
、
子
育
て
支
援
、

障
が
い
の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
教
育
支
援
と
就
労
、
賃
金
の
向
上
と
確
保
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
目
前
に
控
え
、
よ
り
一
層
の
富
山
県
の
発

展
の
た
め
に
、
富
山
県
の
魅
力
の
発
信
と
、
誰
も
が
住
み
や
す
く
、
夢
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
民
党
富
山
県
連
で
は
、
四
月
、
新
た
に
自
民
党
富
山
政
治
学
校
を

開
校
い
た
し
ま
し
た
。
政
治
を
志
す
若
者
に
学
び
の
場
を
提
供
し
、
地
域
を

リ
ー
ド
す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
党

本
部
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
富
山
県

で
の
開
校
は
、
全
国
３
６
番
目
と
な
り
ま
す
。

開
校
式
お
よ
び
第
一
回
講
義
の
第
一
部
に
は
、
自
民
党
中
央
政
治
大
学
院
の

学
院
長
で
あ
る
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
変
力
強
い

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
安
倍
政
権
が
目
指
す
経
済
成
長
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
を
一
年
間
通
し
て
担
当
し
て
い
た
だ
く
、
高

岡
法
科
大
学
の
豊
本
治
教
授
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
政
策
立
案
能
力
だ
と
し
て
、
具
体
的
な
手
法
を
交
え
て
講
義
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
我
々
議
員
に
も
大
変
刺
激
の
あ
る
内
容
に
、
思
い
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
http://www.okunoeiko.jp/ ぜひご覧ください。ホームページ

Twitter

　平成26年3月7日

▲

　北日本新聞掲載

▲平成26年3月7日
　富山新聞掲載

6月議会では、予算特別委員会
にて質問予定です。
インターネットで視聴できます。

ほ
か
、
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
議
員
の
方
々
よ
り
議
会

に
て
提
案
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
着
々
と
実
現

し
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
三
回
を
迎
え
、
大
変
す
ば
ら
し
い
政
策

を
多
数
応
募
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
富
山
県

の
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
推
薦
す
る
政
策
も
決

定
し
ま
す
。

公
開
の
最
終
審
査
会
が
５
月
31
日
に
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
９
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
時
間
の
あ
る
方
は
若
者
の
熱
い
情
熱
の

こ
も
っ
た
政
策
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成26年2月9日
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